
平成21年 5月 8日
兼 松 株 式 会 社

平成２１年３月期　連結決算ハイライト
（単位：億円）

前期末 当期末 前期末比

(平成20年3月末) (平成21年3月末) 増減 増減率(%)

　総資産 5,035 4,149 △ 885  △17.6%

　グロス有利子負債 2,237  2,136 △ 101  △4.5%

　ネット有利子負債 1,489 1,346 △ 144  △9.6%

　 株主資本 643 510 △ 133  △20.7%

　 　（内、利益剰余金） 96 △ 38 △ 133 －

（単位：億円） 　 評価・換算差額等 △ 187 △ 261 △ 73 39.0%

前年同期比 　 少数株主持分 166 171 4 2.7%

利益率 利益率 増減額 増減率(%) 　純資産合計 622 420 △ 202  △32.5%

売上高 12,440 11,388 △ 1,053  △8.5% 　自己資本比率　（注1） 9.1% 6.0% △3.1% －

売上総利益 903 7.3% 863 7.6% △ 40  △4.5% 　ネットDER　　（注2） 3.3倍 5.4倍 2.1pt増 －

　販売費・一般管理費 677 75.0% 673 77.9% △ 5  △0.7%  （注1）自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　（注2）ネットDER＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）

営業利益 226 1.8% 190 1.7% △ 36  △15.8%

　受取配当金 12 8 △ 4

　利息収支 △ 53 △ 44 9

　持分法損益 11 △ 8 △ 19

　その他 △ 8 △ 15 △ 7

  営業外収支 △ 39 △ 59 △ 20

経常利益 187 1.5% 131 1.2% △ 56  △30.0%

　特別利益 160 16 △ 144

　特別損失 △ 58 △ 146 △ 88

税引前当期純利益 290 2.3% 1 0.0% △ 289  △99.7%

　法人税等及び少数株主利益 △ 100 △ 129 △ 29

当期純損益 190 1.5% △ 128  △1.1% △ 318 -
＊　売上総利益に対する販管費率　　

（単位：億円）

売上高 営業利益

前期 当期 前期比 前期 当期 前期比

H20/3期 H21/3期 増減 H20/3期 H21/3期 増減

　　Ｉ　　　　Ｔ 3,562 2,767 △ 795 81 69 △ 12

　食品・食糧 2,836 3,217 381 43 39 △ 4

鉄　　鋼 1,424 1,365 △ 59 53 61 8

プラント 1,097 910 △ 187 22 9 △ 13 （単位：億円）

　鉄鋼・プラント 2,521 2,275 △ 246 75 70 △ 5

エネルギー 2,855 2,551 △ 305 16 16 △ 0 増減 増減率(%)

ライフサイエンス 309 297 △ 12 1 5 4 　売上高 11,388 10,000 △ 1,388  △12.2%

　ライフサイエンス・エネルギー 3,164 2,848 △ 317 17 21 4 　営業利益 190 155 △ 35  △18.5%

　そ　の　他 361 295 △ 66 4 △ 16 △ 19 　経常利益 131 115 △ 16  △12.4%

　消去又は全社 △ 4 △ 13 △ 9 6 7 1 　当期純損益 △ 128 50 178 -

　合　　　計 12,440 11,388 △ 1,053 226 190 △ 36

平成22年3月期
見通し

通期 通期

前期比
平成21年3月期

実績

資産・負債及び
純資産の状況

平成２２年３月期見通し

部門別セグメント情報

損益の状況
 前期

(平成20年3月期)
 当期

(平成21年3月期)

売上高
食品・食糧部門は増収となったが、IT部門をはじめとした他のセグメント
については、世界的な景気後退の影響を受け減収。

売上総利益
世界的な景気減速に伴う工作機械事業の悪化と、年度後半以降におけ
る電子部品事業、畜水産事業、アルミリサイクル事業の急速な環境悪
化を受け減益。

営業利益
販管費が若干減少したものの、売上総利益の減少に伴い減益。

経常利益
金融収支は改善した一方、持分法損益の悪化により減益。

特別損益
不動産関連における評価減および減損損失などの特別損失を計上。

当期純損益
経常利益の悪化に加え、特別損失の増加や繰延税金資産取崩しによ
り、当期純損失。

当期実績の概要

Ｉ　Ｔ
販売台数が減少したモバイル事業、取扱高が減少した電子部品事業な
どの影響で売上高は減少、営業利益も主として電子部品関連の採算悪
化により減益。

食品・食糧
食品は中国食品問題や畜水産市況の悪化により、不冴。食糧は安定供
給先の確保や取扱高の増加により堅調に推移し、全体として増収減益。

鉄鋼・プラント
鉄鋼は中東向け鋼板が順調に推移するも、下期に特殊鋼等の輸出が落
ち込む。プラントは特に工作機械の受注が減少し、全体として減収減益。

ライフサイエンス・エネルギー
エネルギーは原油相場下落により売上高が減少。ライフサイエンス事業
は堅調に推移し、増益。

その他
アルミリサイクル事業における市況悪化により、営業損失。

各部門の概要

概　　要

総資産
売掛債権・棚卸資産・投資有価証券の減少、有
利子負債の削減等により、総資産が減少。

有利子負債
グロス有利子負債は１０１億円削減。
ネット有利子負債は１４４億円減少。

株主資本
当期純損失の計上により利益剰余金がマイナス
に。
その結果、自己資本比率は６．０％、
ネットＤＥＲは５．４倍に悪化。

＊ ＊

＊上記の見通しは、発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に関わる仮定を前提としております。
　 従いまして、実際の業績につきましては、今後の様々な状況変化により、記載の見通しとは大きく異なる可能性がありますことにご留意ください。
＊記載の数値は億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値が異なる場合があります。

　
　○前期比で減収減益
　　　・売上高は1兆１,３８８億円と、８．５％の減収
　　　・営業利益は１９０億円と、前期比１５．８％の減益
　　　・経常利益は１３１億円と、前期比３０．０％の減益
　　　・当期純損益は特別損失の計上、繰延税金資産取崩しなどの要因で△１２８億円
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